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本稿では、まず「動詞の語幹-i/-e＋動詞の語幹」を「動詞+助動詞」と「複合動詞」に二分

する。「動詞+助動詞」を＜V1+V2＞で、「複合動詞」を＜V1-V2＞のように表記する。松木正恵(『新

版日本語教育事典』2005:p.93)によれば助動詞は本動詞に付加してさまざまな意味を添える補

助的な動詞である。この定義を参考にすれば、＜V1+V2＞では＜V1＞が文型を持つ本動詞で、

＜V2＞は文型を持たず、＜V1＞に補助的な機能を添える助動詞だと考えられる。複合動詞＜

V1-V2＞では＜V1＞と＜V2＞が単に複合されて一つの単語になり、語全体で文型を持つ。本稿

では＜V1+アウ＞/＜V1-アウ＞を対象として、日本語の用例を収集して中国語との対照分析を

行なった。分析を通して助動詞アウは中国語の“相互”/“共同”を含意する副詞に対応する。

つまりアウが助動詞に相当する場合には述語の機能を喪失し、述語を修飾する機能を持つよう

になると考えられる。 

用例を利用して研究目的を簡単に説明する。 

 

1. ここのいちばん良いところはね、みんなが助け合うことなの。 

訳文:这里最大的好处在于大家相互帮助。(本文[60]の例文) 

2. 後から覗き込むようにして訊いたお延の顔と、驚ろいて振り返った継子の顔とが、殆

んど擦れ擦れになって、微笑み合った。 

訳文:阿延从身后偷偷觊觎般发问的一张脸和继子惊而回顾的面庞几乎贴在一起，两人都

微笑了。(本文[72]の例文) 

3. 彼女は思い切って一足飛びに飛んだ。情実に絡まれた窮屈な云い廻し方を打ち遣って、

面と向き合ったままお秀に相見しようとした。 

訳文:阿延决心跨出一大步，她要抛却那些碍于情面的拘谨措词， 面对面地和阿秀交锋。

(本文[67]の例文) 

4. アルバイト先のレストランで僕は伊東という同じ年のアルバイト学生と知り合ってと

きどき話をするようになった。 

訳文:在打工的饭店里我认识了另一个打工的学生，姓伊东，和我同年，两人开始不时地

攀谈起来。(本文[37]の例文) 

5. そのうちに店が混みあってきたので、我々は外を少し散歩することにした。 

訳文:这工夫，店里人多起来，我们便准备离开，出去稍事散步。(本文[54]の例文) 

 

(1)から(5)まで＜V2＞は同じアウであるが(1)「助け合う」、(2)「微笑み合った」は＜V1+V2

＞で、(3)「向き合う」、(4)「知り合う」、(5)「混み合う」は複合動詞＜V1-V2＞である。それ

は、(1)「助ける」、(2)「抱く」はそれぞれ主語の「みんな」「お延の顔と継子の顔」を取り、

文型を持っているためである。さらに、「助け合う」「微笑み合う」ではアウは文型を持たず、

「助ける」に「相互」の機能、「微笑む」に「共同」の機能を添える助動詞である。このよう

に、助動詞であるアウが後続すると、＜V1+V2＞は複数と解釈される主語を要求することが分

かる。一方、(3)「向く」はもともと「向き合う」と同じ「彼女はお秀の面と向いたまま」の

相互状態を表わす。アウは「向く」相互の機能を添えるというより、相互の意味を強調する。

そのため、「向き合う」は＜V1-V2＞である。(4)「知る」は「＊僕は伊東を知る」のような文

型は持たず、「知り合う」は一つの単語として「僕は伊東と知り合う」のような文型を持つた

め、＜V1-V2＞である。(5)「混む」が「店が混む」のような文型を持つが、「あう」は「混む」

に機能を添えない。そのため、「混み合う」は複合動詞＜V1-V2＞と考えられる。 

さらに、陳曦(2004)が行なう 60名の中上級レベルの中国人日本語学習者における＜V1+アウ

＞の習得に関する調査によれば、学習者はもともと主語の相互状態を表わす＜V1＞とアウと組
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み合わされた「向きあう」のような複合動詞について理解が困難である。また、調査によれば、

学習者は即座に＜V1+アウ＞を中国語の“相互〜”に対応する傾向があるため、動作者の共同

動作を表わす＜V1+アウ＞に関する理解に困難をおぼえる。本稿では＜V1+アウ＞/＜V1-アウ＞

を中国語に対応して分析する。 

一般に、動作者の相互動作を表わす＜V1+アウ＞は中国語の「副詞+動詞」“相互〜”に対応

する。たとえば、(1)「助け合う」は“相互帮助”に対応する。それは日本語の「お互いに助

ける」という表現と似ている。しかし、相互を表わす＜V1-アウ＞は中国語では動詞に対応す

る。たとえば、(3)「向き合う」は“〜对〜”に対応し、(4)「知り合う」は“认识”に対応す

る。さらに、動作者の共同動作を表わす助動詞アウは学習者は“相互”に対応させるが、実際

は中国語の“共同”や“共同”と近い意味を持つ副詞に対応する。たとえば、(2)「微笑み合

う」は“都微笑”に対応する。それは日本語で「一緒に微笑む」という表現と似ている。アウ

が＜V1＞に「相互」「共同」の機能を担なう場合には中国語の副詞“相互”“共同”や日本語の

連用修飾語「お互いに」「一緒に」に対応し、同じく述語を修飾する機能を持つようになる。

このような場合にアウは助動詞と定義する方が適切だと考えられる。 

本稿が、中国人学習者には日本語における＜V1+V2＞の分類や＜〜アウ＞は母語でどのよう

に対応するかについての理解を深める一助になることを願いたい。
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